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調査した全ての地域のイエバエは malathion や Sumithion に対して感受性が低下していること
が明らかになった.
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40cm または 15×20×30cm)の巾で行なった. この
節の中に雌を20から30頚放し,脱却を上げる特有の
Caling姿勢を示している個体を1時l'rilごとに52から
72時間にわたって数えた.
蛾の反応性の口IL1aJPl性はテトロンゴースでロを被っ
たガラス管望腰縄シ1･-レ (-d従 6cm.拭き6cm)の
巾で行なった.この小に雌を3Liiずつ入れてシャーレ
の口を下向きにして匠き,テトロンゴースの中央に作
った切り込みから雌の塩化メチレン抽出物 (4雌当量
/mJ)をつけたガラス樺を静かにさし込み,中の雄の
反応を観察した. これらのシャーレは金網の台 (3cm
の日)の上に置いて中の空気の流通をよくするよう心
掛けた.観察は2時間間隔で行ない,ガラス挿そう入
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